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北小で交通安全教室

　
　
●

、
巌
．
聾

きじまるくん

　5月21日伏）、北小学校において交通安全教室が行われました。

　1・2年生は横断歩道の渡り方を、3～6年生は自転車の乗り方を交通指導
員や警察の人に指導してもらいました。

　これからも交通事故にあわないように気をつけましょう。



ありましたらお気軽に住民福祉課（36－1521）までこ漣絡ください。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　
高
齢
や
病
弱
な
ど
の
た
め
、
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
お
年
寄
り
の

家
庭
に
対
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
お
世
話
し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で

す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
六
十
五
歳
以
上
で
常
時
介
護
が
必
要

な
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
で
、
介
護
者

が
一
時
的
に
介
護
が
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
（
冠
婚
葬
祭
・
病
気
な
ど
）
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
一
週
間
以
内
で
お

預
り
し
ま
す
。
費
用
は
一
日
二
千
百
四

十
円
で
す
。

日
常
生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

　
ご
家
庭
で
生
活
を
し
て
い
る
、
ね
た

き
り
や
身
体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
の

か
た
に
、
特
殊
ベ
ッ
ド
や
歩
行
補
助
用

具
な
ど
を
給
付
・
貸
与
し
、
家
族
の
か

た
の
介
護
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

用
者
本
人
や
家
族
の
か
た
の
所
得
に
よ

り
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
町
で
は
、

そ
の
半
額
を
補
助
し
ま
す
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
が
、
安
心
し
て

日
常
生
活
を
営
む
た
め
、
緊
急
通
報
電

話
、
携
帯
無
線
発
信
機
を
設
置
し
、
万

一
の
急
病
、
事
故
な
ど
が
あ
れ
ば
救
急
出

動
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
熊
谷
地
区
消

防
本
部
に
直
結
さ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
と
ん
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

　
ね
た
き
り
老
人
な
ど
の
健
康
と
衛
生

の
向
上
を
目
的
に
、
ふ
と
ん
乾
燥
車
が

訪
問
し
、
ふ
と
ん
の
乾
燥
・
消
毒
・
脱

臭
を
行
い
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

入
浴
サ
ー
ビ
ス

　
ね
た
き
り
に
な
り
ま
す
と
、
自
宅
で

の
入
浴
は
大
変
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

よ
う
な
場
合
は
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
移
動
入
浴
車
を
月

に
二
度
派
遣
い
た
し
ま
す
。
費
用
は
無

料
で
す
。
た
だ
し
、
申
請
に
必
要
な
医

師
の
意
見
書
代
は
個
人
負
担
と
な
り
ま

す
。在

宅
介
護
報
償
金

　
ね
た
き
り
の
か
た
や
重
度
の
痴
呆
性
老

人
の
介
護
は
、
家
族
や
介
護
者
に
と
っ

て
非
常
に
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で

こ
う
し
た
家
族
の
介
護
に
対
す
る
労
を

ね
ぎ
ら
う
た
め
、
月
額
一
万
五
千
円
の

報
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ね
た
き
り
老
人
手
当

　
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
で
、
病
気
な
ど

に
よ
り
六
ケ
月
以
上
ね
た
き
り
、
ま
た

は
重
度
の
痴
呆
の
か
た
に
月
額
五
千
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
の
助
成

　
町
内
に
十
八
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
に
補

助
金
を
交
付
し
、
活
動
の
手
助
け
を
しi鎌、、蕪礫灘

て
い
ま
す
。

　
老
入
ク
ラ
ブ
は
、
老
後
の
生
活
を
豊

か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
自

主
的
な
教
養
の
向
上
、
レ
タ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
地
域
社
会
と
の
交
流
な
ど
を
目

的
に
活
動
し
て
お
り
、
六
十
歳
以
上
の

か
た
が
加
入
で
き
ま
す
。

敬
老
年
金

　
毎
年
、
九
月
一
日
現
在
で
町
に
六
ケ

月
以
上
在
住
し
、
満
七
十
歳
以
上
の
か
た

に
敬
老
と
長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
祝
金

が
贈
ら
れ
ま
す
。
支
給
額
は
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
〇
七
十
歳
～
七
十
九
歳
　
　
五
千
円

　
○
八
十
歳
～
八
十
四
歳
　
　
八
千
円

　
○
八
十
五
歳
以
上
　
　
　
　
一
万
円

金
婚
祝
賀
式

　
町
で
は
結
婚
し
て
五
十
年
経
過
し
た

ご
夫
婦
を
招
待
し
、
お
一
一
人
の
社
会
に嵐　＾　1

（2）



これらの事業、手当等でご相談、お問い合わせが

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

貢
献
さ
れ
た
業
績
を
た
た
え
る
た
め
、

記
念
の
お
祝
い
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。　

な
お
金
婚
式
該
当
者
は
、
戸
籍
簿
に

よ
っ
て
調
査
い
た
し
ま
す
が
、
本
町
に

転
入
さ
れ
本
籍
の
な
い
か
た
は
、
調
査

か
ら
も
れ
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
転
入

さ
れ
た
か
た
で
「
結
婚
五
十
年
を
経
過

し
、
本
町
に
三
年
以
上
お
住
ま
い
の
か

た
」
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

江
南
荘
の
無
料
利
用
券

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以
上
の

か
た
に
は
、
江
南
荘
の
無
料
利
用
券
が

発
行
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
事
業
団

　
健
康
で
働
く
意
欲
を
持
っ
た
高
齢
者

の
か
た
が
た
に
、
働
く
場
を
提
供
し
、

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
た
生
活
を
送

っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
団
体
で
す
。
仕

事
は
、
町
内
の
公
共
施
設
や
事
業
所
、

一
般
家
庭
か
ら
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
、

高
齢
者
向
け
の
軽
作
業
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
生
き
が
い
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
江
南
町
高
齢
者
事
業
団

　
　
　
　
　
　
盈
三
七
－
〇
四
八
一

匙鶏　｝「1…繋
寮

身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
へ
の
入
所

　
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
重
度
の
障

害
者
を
入
所
さ
せ
、
医
師
の
管
理
の
も

と
に
必
要
な
介
護
を
行
う
施
設
へ
の
入

所
が
で
き
ま
す
。

補
装
具
・
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　
身
体
障
害
者
（
児
）
の
失
わ
れ
た
部

位
や
障
害
の
あ
る
部
分
を
補
っ
て
、
日

常
生
活
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
つ
ぎ

●
の
よ
う
な
補
装
具
の
交
付
と
修
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。
（
所
得
に
応
じ
、
一
部

自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。
）

　
《
補
装
具
》

　
義
手
や
義
足
、
車
イ
ス
、
歩
行
補
助

っ
え
、
補
聴
器
な
ど

　
《
生
活
用
具
》

　
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
フ
ァ
ッ
タ
ス
、

　
特
殊
便
器
、
特
殊
寝
台
な
ど

福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業

　
障
害
者
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る
た

め
、
タ
ク
シ
！
料
金
の
助
成
が
あ
り
ま

す
。
助
成
額
は
初
乗
り
料
金
六
百
五
十

円
で
、
一
人
年
間
二
十
四
回
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
対
象
者
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
か
ら
三
級

　
を
お
持
ち
の
か
た
。

・
療
育
手
帳
の
④
、
A
、
B
を
お
持
ち

　
の
か
た
。

自
動
車
燃
料
助
成
事
業

　
障
害
者
で
自
ら
車
を
運
転
す
る
か
た

に
、
ガ
ソ
リ
ン
代
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

　
月
五
十
貿
を
限
度
と
し
、
一
尉
あ
た

り
五
十
円
が
補
助
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
対

象
者
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
下
肢
・
体

幹
の
一
級
、
二
級
の
か
た
で
す
が
、
く

わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

更
生
医
療
の
給
付

　
障
害
の
程
度
を
軽
く
し
た
り
、
機
能

を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
医

療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
　
（
角
膜
、
心
臓

手
術
等
）
な
お
、
本
人
、
ま
た
は
家
族

の
所
得
に
よ
り
一
部
自
己
負
担
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

保
育
所
入
所
措
置

　
保
育
所
と
は
、
昼
間
、
保
護
者
が
働

い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
の
理
由
で
、

家
庭
に
お
い
て
保
育
で
き
な
い
児
童
を

そ
の
保
護
者
に
か
わ
っ
て
、
一
般
家
庭

と
同
様
の
保
育
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
の
健
全
な
心
身
の
発
達
を
図
る
施

設
で
す
。
町
で
は
江
南
保
育
所
が
そ
の

役
割
り
を
果
し
て
い
ま
す
。

　
※
保
育
所
は
学
校
や
幼
稚
園
の
よ
う

　
　
な
、
児
童
の
教
育
的
要
請
の
施
設

（3）



で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
庭
保
育
室
事
業

　
町
で
は
、
乳
児
保
育
に
対
す
る
需
要

に
対
処
す
る
た
め
、
県
の
補
助
事
業
を

導
入
し
、
現
在
、
一
ヶ
所
の
家
庭
保
育

室
（
江
南
幼
保
園
）
を
認
定
し
、
共
働

き
世
帯
等
の
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
対
象
年
令
は
乳
児
か
ら
二
歳
児

ま
で
で
す
。

放
課
後
児
童
対
策
事
業

　
町
で
は
、
昼
間
、
保
護
者
の
い
な
い

家
庭
の
小
学
校
低
学
年
児
童
等
の
健
全

な
育
成
に
資
す
る
た
め
、
県
の
補
助
事

業
を
導
入
し
、
現
在
、
一
ヶ
所
の
学
童

ク
ラ
ブ
（
江
南
学
童
風
の
子
タ
ラ
ブ
）

に
委
託
し
、
い
わ
ゆ
る
カ
ギ
っ
子
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
の
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　炉　　　　　　　鴛

轍、馨

　　騰
粥謬建

－
，
雛

児
童
手
当

　
児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す
る
か
た

に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家

庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の

社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
及
び

資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
か
た

は
、
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
か
た
で
す
。
た
だ
し
、
認
定
請
求
が

な
け
れ
ば
手
当
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

　
手
当
の
額
は

　
第
一
子
及
び
第
二
子

　
　
　
　
　
　
月
額
　
五
千
円

　
第
三
子
以
降

　
　
　
　
　
　
月
額
　
一
万
円

手
当
は
毎
年
二
月
、
六
月
、
十
月
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま

す
。　

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
今
月
の
広
報
「
情
報
パ
ッ
ク
」
の
欄

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

　
離
婚
・
死
亡
な
ど
の
理
由
で
父
親
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
や
二

十
歳
未
満
で
障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
母
、
ま
た
は
養
育
者
に
手
当

を
支
給
し
て
、
児
童
福
祉
の
増
進
を
図

る
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
つ
ぎ
の
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
・
受
給
資
格
者
に
事
実
上
婚
姻
状
態

　
　
の
相
手
が
い
る
場
合

　
・
受
給
資
格
者
が
公
的
年
金
を
受
け

　
　
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

　
・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し

　
　
て
い
る
場
合

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
が
あ
る
一
一

十
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父

母
ま
た
は
養
育
者
に
手
当
を
支
給
し
て
、

児
童
福
祉
の
増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

　
支
給
対
象
児
童
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

　
・
身
体
障
害
者
手
帳

　
　
一
級
～
三
級
お
よ
び
四
級
の
一
部

＼
・
療
育
手
帳

　
　
④
、
A
お
よ
び
B
の
一
部

　
・
そ
の
他
前
述
の
基
準
と
同
等
の
障

　
　
害
と
医
師
が
認
め
た
児
童
。

　
た
だ
し
、
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等

（
通
園
施
設
は
除
く
）
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
手
当
は
外
国
人

も
受
け
ら
れ
ま
す
。
〈
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
福
祉
課
の
行
事
に
つ
い
て

◎
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
講
演
会

　
主
旨
　
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

　
　
　
　
つ
く
る
運
動

　
期
日
　
平
成
八
年
七
月
十
三
日
ω

　
会
場
　
総
合
文
化
会
館
ピ
ピ
ア

　
講
師
　
吉
岡
た
す
く
先
生
（
児
童
文

　
　
　
　
化
研
究
家
）
の
予
定

◎
国
際
交
流
事
業
（
日
本
語
講
座
の
開

　
催
）

　
主
旨
　
K
I
F
C
と
町
と
の
共
催
に

●

　
　
　
　
よ
り
、
外
国
人
の
か
た
に
日

　
　
　
　
本
語
の
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

　
　
　
　
ご
近
所
に
お
住
ま
い
の
外
国

　
　
　
　
人
の
か
た
に
お
知
ら
せ
く
だ

　
　
　
　
さ
い
。

　
期
日
　
平
成
八
年
七
月
七
日
㈲
よ
り

　
会
場
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
介
護
者
の
表
彰

　
主
旨
　
在
宅
の
ね
た
き
り
老
人
等
を

　
　
　
　
介
護
さ
れ
て
い
る
か
た
の
、

　
　
　
　
ご
慰
労
と
感
謝
を
こ
め
て
表

　
　
　
　
彰
し
て
い
ま
す
。

　
期
日
　
平
成
八
年
九
月
の
敬
老
会
の
日

　
会
場
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
i
「
江
南
荘
」

◎
町
民
体
育
祭
へ
の
ご
招
待

　
主
旨
　
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
及
び

　
　
　
　
心
身
障
害
者
の
か
た
を
、
体

　
　
　
　
育
祭
に
ご
招
待
し
て
い
ま
す
。

　
期
日
　
平
成
八
年
十
月
の
体
育
祭
の
日

　
会
場
　
町
運
動
公
園

◎
福
祉
も
ち
つ
き
大
会

　
主
旨
　
機
械
化
組
合
か
ら
提
供
さ
れ

　
　
　
　
た
も
ち
米
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
　
　
ア
の
か
た
が
た
の
協
力
を
得

　
　
　
　
て
「
も
ち
つ
き
大
会
」
を
行

　
　
　
　
い
、
つ
い
た
も
ち
を
、
配
食

　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
家
庭
等
に
配
布
し

　
　
　
　
て
い
ま
す
。

　
期
日
　
平
成
八
年
十
二
月
二
十
日
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
会
場
　
役
場
敷
地
内

　
こ
れ
ら
の
行
事
の
く
わ
し
い
日
時
等

は
、
決
定
し
だ
い
広
報
等
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
の
で
、

い
た
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い

（4）



隔
朋
↓

置
引
タ

　
　
　
　
　
　
ン

票
花

奨
評

　
　
　
　
　
　
　
ユ

6
霞

、
　
　
町

第
踊

　
　
　
　
　
　
（

告
示
日
：

投
票
日
－

開
票
日
：

開
票
所
－

⊥
ハ
月
六
日
　
　
（
木
）

：
六
月
二
十
三
日
（
日
）

午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で

：
即
日
開
票

午
後
七
時
よ
り

：
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
日
本
国
民
で
年
齢
満
二
十
歳
以
上
で

江
南
町
に
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
住
所

が
あ
り
、
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
。

選
挙
時
登
録
基
準
日
…
六
月
五
日

選
挙
時
登
録
日
…
…
…
六
月
五
日

★
埼
玉
県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ

る
人
へ

　
県
知
事
の
選
挙
権
を
有
す
る
人
で
、

県
内
の
他
市
町
村
へ
住
所
を
移
し
た
人

で
あ
っ
て
も
、
新
住
居
の
市
町
村
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
ま
で
の
問
、

現
に
選
挙
人
名
薄
に
登
録
さ
れ
て
い
る

市
町
村
で
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

た
だ
し
、
投
票
が
で
き
る
人
は
、
つ

ぎ
の
要
件
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

・
転
出
先
の
市
町
村
が
発
行
す
る
「
引

き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証

明
書
」
ま
た
は
「
住
民
票
の
写
し
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
度
転
出
し
た
後
、
さ
ら
に

他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
、
原
則
と

し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
投
票
所
は
、
今
回
の
選
挙
か
ら
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
五
ヵ
所
に
加
え
、
新

た
に
江
南
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
新
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
投
票
区
の
区
割
を
一

部
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

　
投
票
の
際
に
は
、
入
場
券
の
投
票
所

名
を
確
認
し
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●町内の各投票所

投票区 投票所施設名

第　1 農業総合センター
第　2 江南北小学校体育館
策3 板井研修センター
第　4 江南南小学校体育館
第　5 町　　民　　体　　育　　館

第　6 江南町コミュニティセンター

第1投票区
　
欝
戦
鰻

冒
艶
　
　
邑
＝

　
』
　
　
　
岬

葬
渦

ホ
ゴ

鐘
繍
　
　
漢
．
穿
、

．
樹

　　　　　　　　　　　　　　至滑川

スぴ　　　　 ス
お

ド　もどワドロフロ　こウヨ

磯慧灘転、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講

て
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
　
　
三
『

江
南
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
智
三
六
－
一
五
一
二
　
内
線
二
二
七

プ婁糠．，輪

　　’〆壕

第4投票区

　　　　　ll

　　至

グ1

　
錘
職
，
郷
f
「
『
，
一
「
堵

商
灘
欝
欝
、
．
湘
、

霊
漕
藤
鰍
渥
螂
購
奮
・

輪
蓼
叢

騒
嫡
，
　
　
　
」
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灘
錨
翻
留
冊
修
レ
瀧
臼
卜

第
一
日
目

江
南
町
～
成
田
5
マ
イ
ン
ツ

　
平
成
七
年
度
、
第
六
回
江
南
町
海
外

視
察
研
修
が
平
成
八
年
一
月
二
十
八
日

か
ら
八
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
か
ら
七
回
に
わ
た
り
、
一
日
ご
と

の
感
想
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
を
研
修

レ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
最
終
日
は
二
日
分
の
掲
載

と
な
り
ま
す
。

　
成
田
出
発
の
関
係
か
ら
、
夜
も
明
け

な
い
午
前
五
時
に
集
合
し
、
第
六
回
町

民
海
外
派
遣
視
察
研
修
の
結
団
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
早
朝
、
し
か
も
寒
さ
厳

し
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
町
長
を
は
じ

め
関
係
職
員
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
町

長
よ
り
「
町
の
代
表
と
し
て
、
何
よ
り

も
マ
ナ
ー
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
、
有

意
義
な
視
察
研
修
に
な
る
よ
う
期
待
し

ま
す
己
と
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、

写
真
撮
影
を
行
い
家
族
や
職
員
に
見
送

ら
れ
、
午
前
五
時
三
十
分
に
町
役
場
を

出
発
い
た
し
ま
し
た
。

　
途
中
の
首
都
高
速
道
で
日
の
出
を
迎

え
、
午
前
八
時
に
成
田
空
港
に
到
着
、

少
し
待
っ
て
手
荷
物
検
査
を
受
け
、
朝

食
の
た
め
の
自
由
時
間
を
設
け
て
午
前

九
時
三
十
分
再
集
合
し
、
出
国
手
続
の

緊
張
の
一
瞬
を
経
て
、
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ

の
出
発
ゲ
ー
ト
三
十
五
番
に
向
か
う
。

十
時
十
五
分
の
搭
乗
案
内
を
聞
い
て
飛

行
機
へ
、
予
定
よ
り
十
分
遅
れ
た
午
前

十
時
五
十
五
分
に
成
田
を
離
陸
す
る
。

飛
行
経
路
は
、
左
に
富
士
山
を
見
て
、

日
光
の
上
空
か
ら
佐
渡
ケ
島
を
左
下
に

し
て
海
上
を
飛
び
続
け
、
左
へ
大
き
く

旋
回
し
シ
ベ
リ
ア
上
空
へ
、
雪
と
氷
の

大
地
が
果
て
し
な
く
続
き
、
外
気
温
は

マ
イ
ナ
ス
六
十
七
度
を
示
し
て
い
る
。

二
回
の
食
事
と
飲
み
物
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
、
狭
い
な
が
ら
も
期
待
に
胸
を
弾

ま
せ
、
十
二
時
間
近
く
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
㌃
到
着
一
時
α
に
、

野
口
考
一

水
野

薫

現
地
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
時
間
に
時
計

を
合
わ
せ
、
現
地
時
間
の
午
後
二
時
二

十
四
分
、
鉛
色
の
空
、
今
に
も
雪
が
降

り
そ
う
な
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
に
到

着
し
ま
し
た
。

　
空
港
内
で
は
注
意
を
払
い
な
が
ら
入

国
手
続
を
行
い
、
ド
イ
ツ
マ
ル
タ
と
の

交
換
や
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
購
入
し
た

後
、
待
機
し
て
い
る
バ
ス
に
乗
り
込
み
、

一
路
マ
イ
ン
ツ
の
町
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　
マ
イ
ン
ツ
は
、
人
口
約
十
九
万
人
の

伝
統
あ
る
落
着
い
た
町
の
雰
囲
気
が
あ

り
ま
す
。
午
後
三
時
五
十
分
、
第
一
夜

と
な
る
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
に
到
着
、
部

屋
割
を
行
い
、
事
務
局
や
添
乗
員
の
部

屋
番
号
、
夕
食
の
集
合
時
間
な
ど
の
注

意
事
項
を
伝
え
解
散
し
て
、
各
自
部
屋

で
く
つ
ろ
い
だ
後
、
ロ
ビ
ー
に
お
い
て

明
日
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
七
時
よ
り
ホ
テ
ル
内
の
食
堂
に
お

い
て
夕
食
と
な
り
、
本
場
ド
イ
ツ
の
ビ

ー
ル
を
味
わ
い
ま
し
た
が
、
飲
ん
だ
味

は
日
本
の
ビ
ー
ル
よ
り
も
濃
い
感
じ
が

し
ま
し
た
。
そ
し
て
一
日
の
出
来
事
の

話
や
記
念
撮
影
を
行
い
、
楽
し
く
愉
快

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
午
後
八
時
三

十
分
に
解
散
い
た
し
ま
し
た
。

今目は楽しいつアミリー，シサート・

　
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
で
は
、
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
頃
な
か
な
か
劇
場
に
来
る
機
会
の
な
ー

い
人
の
た
め
、
彩
の
国
音
楽
キ
ャ
ラ
バ

ン
に
よ
る
出
張
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。
お
な
じ
み
の
童
謡
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
ナ
ン
バ
ー
ま
で
、
ご
家
族
み
な
さ

ん
で
ご
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
六
月
二
十
九
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
六
時
開
演

　
　
　
　
江
南
町
総
合
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ピ
ア
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　
吉
武
ま
つ
子

　
　
　
　
渡
辺
美
和
子

　
　
　
　
木
津
　
芳
夫
　
ほ
か

　
　
　
　
無
　
料

　
　
　
　
公
演
の
一
週
間
前
ま
で
に
、

　
　
　
　
参
加
希
望
日
・
会
場
名
、
氏

　
　
　
　
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参

　
　
　
　
加
希
望
人
数
（
一
通
あ
た
り

　
　
　
　
五
人
ま
で
）
を
明
記
し
て
、

　
　
　
　
〒
鵬
　
与
野
市
上
峰
三
－
十

　
　
　
　
五
－
一
　
彩
の
国
さ
い
た
ま

　
　
　
　
芸
術
劇
場
「
彩
の
国
音
楽
キ

　
　
　
　
ャ
ラ
バ
ン
」
係
（
隙
〇
四
八

　
　
　
　
－
八
五
八
－
五
五
一
五
）
ま

　
　
　
　
で
、
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ツ

　
　
　
　
ク
ス
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

　
　
　
　
さ
い
。
折
返
し
入
場
整
理
券

　
　
　
　
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
入
場
整
理
券
は
、

　
　
　
　
「
ピ
ピ
ア
」
で
も
配
布
し
て

　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場

　
　
　
　
事
業
課
事
業
係

　
　
　
　
智
〇
四
八
－
八
五
八
－
五
五

　
　
　
　
〇
三



トピ1りリス 身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

　　三本マスつり大会
　4月28日（日）、三本地内の用水路をせき

とめ、今回初めてのマスっり大会が行わ

れました。

用水路にマス400ぴきを放流し、午前
8時30分から始まり、集まった人数は約

130人。子供から大人までおおいに楽し

んだ1日でした。

ω
〇
五
◎
↑

一麟鍵韻1
　　　交通安全教室
　4月11日（木）から5月21日（火）まで、中学

校、南・北小学校において、交通安全教

室が行われました。

南小は、あいにくの天気で遊戯室での

交通安全講話でしたが、中学・北小は晴

天の中で自転車の正しい乗り方や横断歩●

道の渡り方を警察の人や交通指導員に教

えてもらいましたQ

6月の当番日 指定工事店名 電話番号

1　●　6　　。　11　●　16　●21　●　26 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

2　●　7　・　12　・　17　・22　・27 ㈲笠原設備工業所 36－3662

3　・　8　・13・18・23・28 ㈲松　本　設　備 36－5177

4　・　9　・14・19・24・29 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

5　・　10　・　15　・　20　●25　●30 ㈱光　栄　建　設 36－1052

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。



雨
あ
目
に
こ
ん
な
こ
と

　
六
月
に
入
る
と
雨
の
日
が
多
く
な
り

ま
す
。
雨
で
う
っ
と
う
し
い
気
分
の
と

き
は
家
事
も
休
日
に
し
て
、
子
供
と
い

っ
し
ょ
に
思
い
き
り
遊
ん
で
み
ま
せ
ん

か
！

　
○
窓
に
お
絵
か
き

　
外
と
の
温
度
差
で
曇
っ
た
窓
ガ
ラ
ス

に
指
で
い
ろ
い
ろ
絵
を
か
き
ま
す
。
お

母
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
絵
か
き
歌
を
歌

い
な
が
ら
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

○
雨
の
音
を
聞
こ
う

　
雨
だ
れ
が
落
ち
る
場
所
に
、
空
き
カ

ン
、
洗
面
器
、
バ
ケ
ツ
な
ど
を
置
い
て
、

雨
の
音
を
聞
い

て
み
ま
し
ょ
う
。
ポ
タ

ン
ポ
タ
ン
、
ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
、
い
ろ
ん

な
音
が
し
て
お
も
し
ろ
い
も
の
で
す
。

　
○
長
ぐ
つ
を
は
い
て
外
へ

　
小
さ
い
頃
、
水
た
ま
り
の
中
に
入
っ

て
遊
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
室

内
で
遊
ぶ
の
に
あ
き
て
し
ま
っ
た
ら
、

雨
が
っ
ぱ
に
長
ぐ
つ
を
は
い
て
、
外
出

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
晴
れ
て
い
る
日
の

散
歩
と
は
違
っ
て
、
子
供
は
ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ
、
た
ま
に
は
水
た
ま
り
の
中

に
入
っ
て
遊
ぶ
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
お
母
さ
ん
が
そ
ば
に
つ
い
て

遊
ば
せ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
一
人
歩
き
が
で
き
な
い
お
子

さ
ん
も
雨
が
こ
や
み
に
な
っ
た
ら
、
ぬ

れ
な
い
よ
う
に
し
た
く
を
し
て
、
お
ん

ぶ
で
散
歩
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

長ぐつはいて、カサさして

、』

ハ
o
∂

　
　
　
　
㍉
　
ρ

／　　
　
　
　
　
ク

、
　
　
（
げ

λ過
＼＼

　
、
へ

　
　
　
＼
駄

　
0
て
る
て
る
ぽ
う
ず
を
作
ろ
う

　
家
の
中
に
あ
る
材
料
を
使
っ
て
、
て

る
て
る
ぼ
う
ず
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

簡
単
な
の
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

や
ラ
ッ
プ
を
使
っ
て
作
る
て
る
て
る
ぼ

う
ず
で
す
。
て
る
て
る
ぼ
う
ず
の
顔
に

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
書
い
て
み
た
り
、

お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
い
ろ
い
ろ

な
て
る
て
る
ぼ
う
ず
を
作
っ
て
下
げ
て

み
る
の
も
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

　
子
供
の
遊
び
は
、
特
別
な
こ
と
で
な

く
て
も
い
い
の
で
す
。
暮
ら
し
の
中
で

遊
ぶ
こ
と
を
楽
し
む
気
持
ち
が
あ
れ
ば

お
母
さ
ん
の
工
夫
で
、
い
ろ
ん
な
遊
び

へ
と
発
展
し
ま
す
。

　
さ
て
、
次
回
の
ゆ
う
ゆ
う
子
育
て
は

「
マ
マ
に
甘
え
た
い
」
で
す
。
子
供
が

お
母
さ
ん
に
甘
え
、
お
母
さ
ん
が
子
供

に
応
え
思
わ
ず
ほ
お
ず
り
し
た
く
な
る

…
：
こ
う
し
た
相
互
作
用
を
通
し
て
母

と
子
の
き
ず
な
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
に
よ
る
春

季
大
会
が
、
四
月
七
日
と
二
十
八
日
の

二
日
間
、
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た

大
会
は
、
熱
戦
の
末
中
央
ク
ラ
ブ
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
準
々
決
勝
以

上
）
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・
出
場
チ
ー
ム

　
三
本
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
、
千
代
ソ
フ
ト

　
ク
ラ
ブ
、
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
、

　
Z
ー
ブ
ラ
ッ
ク
ス
、
パ
ー
ク
シ
テ
ィ

　
ー
ズ
、
エ
ラ
ー
ズ
、
成
友
ク
ラ
ブ
、

　
小
江
川
娯
楽
会
、
春
の
原
ク
ラ
ブ
、

　
小
江
川
新
道
、
野
原
親
睦
会
、
江
南

　
南
会
、
御
正
ク
ラ
ブ
、
板
井
ソ
フ
ト

　
ク
ラ
ブ
、
樋
春
親
睦
会
、
中
央
ク
ラ

　
ブ
、
御
正
プ
リ
ン
ス

・
試
合
結
果
（
準
々
決
勝
以
上
）

中央クラブ

4と

45

15

小
江
川
新
道

春
の
原
ク
ラ
プ

小
江
川
娯
楽
会

江
南
南
会

御
正
プ
リ
ン
ス

野
原
親
睦
会

中
央
ク
ラ
プ

三
本
ソ
フ
ト
ク
ラ
プ

還

（8）



ぐ5・るさと

再発見

地
名
は
語
る

「
う
つ
ぎ
向
」

　
江
南
町
に
は
植
物
の
名
の
付
い
た
地

名
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
季

節
に
ふ
さ
わ
し
い
植
物
地
名
を
取
り
上

げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
小
江
川

地
内
に
あ
る
「
う
つ
ぎ
向
」
で
す
。
地

名
の
場
所
は
江
南
台
地
の
南
縁
に
位
置

し
、
主
要
地
方
道
熊
谷
小
川
秩
父
線
を

挾
ん
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
語
尾
に
境

　
　
　
　
　
　
　
む
か
い

界
を
意
味
す
る
「
向
」
が
つ
く
と
お
り
、

小
江
川
と
板
井
の
大
字
境
に
向
い
合
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
境
界
の
場
所

に
は
、
境
界
を
示
す
標
示
と
し
て
塚
を

築
い
た
り
、
目
印
の
木
を
植
え
た
り
、

垣
根
を
造
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。
　
「
う
つ
ぎ
」
も
そ
の
よ

う
な
目
的
で
植
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え

て
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
は
「
う
つ
ぎ
」
は
ど
ん
な
木
で
、

昔
は
ど
ん
な
印
象
を
持
た
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
実
は
う
つ
ぎ
と
名
の
付

く
植
物
で
ユ
キ
ノ
ミ
タ
科
・
バ
ラ
科
・

ド
タ
ウ
ツ
ギ
料
・
フ
ジ
ウ
ツ
ギ
科
・
ミ

ツ
バ
ウ
ツ
ギ
科
・
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
に
五

～
十
種
を
含
む
ほ
ど
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
日
本
に
良
く
み
ら
れ
る

う
つ
ぎ
は
、
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
の
ウ
ツ
ギ

属
と
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
の
谷
ウ
ツ
ギ
属
で
、

い
づ
れ
も
低
木
で
枝
が
垂
れ
、
花
は
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
い

夏
に
咲
き
、
材
は
中
心
に
髄
が
あ
り
中

空
に
な
り
、
そ
の
材
の
状
態
旺
空
木
が

第62話

名
の
由
来
と
さ
れ
ま
す
。

　
昔
か
ら
「
卯
の
花
」
の
咲
く
う
つ
ぎ

と
し
て
親
し
ま
れ
た
の
は
ユ
キ
ノ
シ
タ

科
の
ウ
ツ
ギ
で
す
。
旧
暦
の
四
月
を
卯

月
と
呼
ぶ
の
は
卯
の
花
の
季
節
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
旧
暦
四
月
は
現
在
の
五

～
六
月
に
あ
た
り
、
初
夏
の
花
、
梅
雨

の
花
と
も
思
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

小
学
唱
歌
「
夏
は
来
ぬ
」
の
「
卯
の
花

　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
と
き
す

の
匂
う
垣
根
に
、
時
鳥
早
も
来
鳴
き
て
、

忍
音
も
ら
す
夏
は
来
ぬ
…
…
」
に
唄
わ

れ
る
匂
う
は
、
白
い
花
が
美
し
く
咲
く

さ
ま
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。

七
世
紀
に
編
さ
ん
さ
れ
た
万
葉

集
に
も
二
首
の
歌
が
み
え
、
い

づ
れ
も
う
つ
ぎ
を
生
け
垣
に
使

う
例
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
　
「
春
さ
れ
ば
卯
の
花
ぐ
た

し
わ
が
越
し
妹
が
垣
間
は
荒
れ

に
け
る
か
も
（
巻
十
ー
一
八
九

九
）
」
ー
春
が
来
て
卯
の
花
が

長
雨
に
い
た
め
ら
れ
て
い
る
。

私
が
し
の
ん
で
越
え
た
恋
人
の

垣
根
は
荒
れ
て
し
ま
っ
た
。
と

い
う
の
が
歌
の
大
意
で
す
。

　
卯
の
花
は
穂
状
の
小
さ
な
花

を
た
く
さ
ん
つ
け
ま
す
。
各
地

の
方
言
や
民
俗
行
事
を
み
る
と

　
　
つ
ぽ
み

白
い
蕾
は
米
粒
を
連
想
さ
せ
、

そ
の
花
は
米
の
象
徴
と
考
え
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
卯
の
花
が
長
く

咲
く
年
は
豊
作
、
花
が
少
な
い
ま
た
は

長
雨
で
早
く
散
る
年
は
凶
作
の
よ
う
に

咲
き
方
で
米
の
豊
凶
を
占
う
の
で
す
。

稲
作
に
と
っ
て
梅
雨
は
大
切
な
季
節
で

す
。
雨
量
が
少
な
く
な
く
て
も
、
長
雨

続
き
で
日
照
が
少
な
く
て
も
秋
の
稔
り

に
は
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
暦
の
な
か

っ
た
時
代
、
田
植
の
時
期
の
目
安
に
す

る
と
と
も
に
咲
き
具
合
か
ら
は
天
候
と

稲
の
育
ち
方
を
予
測
す
る
花
と
し
て
う

つ
ぎ
は
重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
季
節
、
町
内
の
そ
こ
こ
こ
で
目

に
触
れ
る
深
く
豊
か
な
由
来
を
持
つ
卯

の
花
を
、
あ
ら
た
め
て
見
直
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

参
考
　
湯
浅
　
浩
史
「
植
物
と
行
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
螺
∞
徽
灘
難
難
，
、
．
戦

　
四
月
二
十
九
日
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
結
団
式
が
、
町
民
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
ミ
ニ
バ
レ
ー
・

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
六
単
位
団
の
団
員

た
ち
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
入
場
行
進

し
、
式
典
で
は
、
立
派
に
結
団
の
誓
い

を
行
い
ま
し
た
。

　
四
月
十
四
日
、
江
南
町
卓
球
大
会
が

町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
外
か
ら
も
多
く
の
参
加
が
あ
り
盛

大
に
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
個
人
戦
・
団
体
戦
と
も
、
参
加
者
の

熱
戦
が
印
象
に
残
る
大
会
と
な
り
ま
し

た
。　

結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
一
般
男
子
の
部

優
勝
佐
々
木
信
吾

準
優
勝
　
長
坂
　
保
美

　
三
位
栗
田
俊
治

▽
ベ
テ
ラ
ン
男
子
の
部

優
　
勝
　
木
内
　
忠
男

準
優
勝
　
飯
倉
　
克
己

　
三
　
位
　
日
柄
　
好
夫

▽
一
般
女
子
の
部

　
優
勝
岡
平
豊
子

　
準
優
勝
　
松
田
　
智
子

　
三
　
位
　
藤
掛
　
朝
子

四
　
位
　
飯
塚
　
恭
子

▽
団
体
戦
の
部

優
　
勝
　
松
原
小
A

　
準
優
勝
　
フ
ル
セ
ッ
ト
A

　
三
位
．
S
　
K
　
S

　
四
　
位
　
江
　
南
　
A

（
S
K
S
）

（
江
南
町
）

（
フ
ル
セ
ッ
ト
）

（
松
原
小
）

（
リ
ン
テ
ッ
ク
）

（
フ
ル
セ
ッ
ト
）

（
玉
井
ク
ラ
ブ
）

（
花
園
町
）

（
フ
ル
セ
ッ
ト
）

（
江
南
町
）

（
鴻
巣
市
）

（
北
本
市
）

（
川
本
町
）

（
江
南
町
）

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
を
つ
ぎ
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
期
　
日
　
六
月
十
日
・
十
二
日
・
十

　
　
　
　
　
四
日
・
十
五
日
・
十
七
日

対場時

象所間

参
加
費

申
込
み

午
後
七
時
～
九
時

江
南
町
民
体
育
館

町
内
在
住
在
勤
者
で
高
校

生
以
上
の
人

無
　
料

六
月
七
日
ま
で
に
役
場
内

教
育
委
員
会
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（1〕）
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建設省大宮国道工事事務所

　調査第一課　ao48－663－4265

建設省北首都国道工事事務所

　調査課　　　智0489－41－6002

埼玉県庁道路企画課

　企画担当　　智048－830－5230

中国残留邦人等にかかる年金の

被保険者期間の特例について

　永住帰国した中国残留邦人等（明

治44年4月2日以後生まれ）につい
ては、永住帰国した日から引き続い

て1年以上日本国内に住所を有した

場合、永住帰国前の期間を保険料免

除期間とします。

　またその期間については、保険料

を追納することができます。

第3号被保険者届出の

特例措置を忘れずに

　厚生年金や共済組合の加入者に扶

養されている配偶者（サラリーマン

の妻など）は第3号被保険者となり、

ご自分で保険料を納めなくとも保険

料納付済期間として扱われます。

　ただし、第3号被保険者となるに

は届出が必要です。従来は、届出を

行えば2年間に限り遡って保険料納

付済期間とされました。

　今回の特例によ匙）、過去に届出が

なされていなかった期間についても、

平成7年4月から平成9年3月まで
に届出を行えば、本来は、第3号被

保険者として認められなかった期間

も認められることになン）ました。

※　被扶養配偶者であれば男性も第

　3号被保険者とな1）ます。
〈特例届出期問〉

平成7年4月から平成9年3月まで
〈手続　き〉

役場住民福祉課年金係まで

人権擁護委員の日

　6月1日は、人権擁護委員法が施
行された日です。

　日本が戦後新しく生まれ変わった

とき、何よりもまず国民の基本的人

権の擁護と人権思想の普及高揚が強

く求められ、基本的人権の尊重を基

調とした日本国憲法が制定されました。

　このような背景の下に人権は、人

間が平和に生きてゆく上で、最も大

切な権利です。自分だけでなく、あ

なたもわたしもみんな人権が尊重さ

れなければなりません。

　お互いに人権を守って明るい社会

をつくることが、私達の願いです。

　町には、町長から推薦され、法務

大臣が委嘱したつぎの人権擁護委員
がおります。

氏名　柴芳夫さん
住所大字柴153番地
電話36－0931
氏　名　木村　巳美さん

住所大字千代108番地
電話36－2281
◎特設人権相談の開催

日時6月25日（火）
　　　午前9時30分～正午まで

場所江南町勤労福祉センター
　相談は無料で、秘密は守られます。

お気軽にご相談ください。

児童手当の受給者のみなさん

6月は現況届の提出月です

　児童手当を受けている人は、法令

により毎年6月中に児童の養育状況、

所得などを確認するため、現況届を

提出する必要があります。この届を

提出しないと、受給資格があっても

6月以降の手当が受けられません。

　届に必要な書類は、役場から郵送

いたしますので、必ず提出してくだ
さい。

　くわしくは、役場住民福祉課まで

お問い合わせください。

アメリカシロヒトリの防除を

　アメリカシロヒトリの幼虫は、6

月～7月に1回、8月～10月上旬に
1～2回発生し、ふ化後10～12日間
は糸をはいて集団で巣をつくり、葉

のやわらかい部分を食べます。この

後、大きくなると巣から離れ、周辺

を食害しますので、幼虫が巣から離

れる前に防除しましょう。

　巣を見つけたら、枝・葉ごと切り

落として焼くか、踏みつぶしてくだ

さい。発見が遅れて幼虫が広がって

しまったら、ディプテレックス乳剤

1，000倍液などの薬剤を散布してく

ださい。

水道課からのお知らせ

　節水のための「節水コマ」を用意

いたしました。ご希望の人は、水道

課までおこしください。無料でお分

けいたします。

剛
＝
噛
0
『
ヨ
①
葭
剛
0
3

う
ら
ら
か
や
絵
馬
に
託
せ
し
礼
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

う
ら
ら
日
の
午
声
天
に
昇
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

う
ら
ら
か
や
野
草
ス
ヶ
ッ
チ
地
に
座
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

う
ら
ら
か
や
う
と
う
と
バ
ス
を
乗
り
過

し
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

麗
か
や
眠
り
を
誘
う
ピ
ア
ノ
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

う
ら
ら
か
や
行
商
縁
に
に
わ
か
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

う
ら
ら
か
や
友
と
お
茶
酌
む
縁
の
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

う
ら
ら
か
や
頬
杖
つ
き
し
羅
漠
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

う
ら
ら
か
や
種
蒔
く
夫
の
生
き
生
き
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
崎
　
直
子

見
渡
せ
ば
牛
て
ん
点
と
利
根
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

う
ら
ら
か
や
庭
い
っ
ぱ
い
の
鳥
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
日
出
美

麗
か
や
山
の
向
ふ
に
山
見
へ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

う
ら
ら
か
や
鍬
を
休
め
て
腰
お
ろ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

野
辺
う
ら
ら
ヨ
チ
ョ
チ
歩
く
児
と
散
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

ε
う
を
勘

　
俳
句
会
⑳

『
α

　“つ／）

　　　　　　ノ
匝〉』堰
　・、尾

　　　　〆環、　　　o

う
ら
ら
か
や
一
人
午
睡
の
夢
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

登
り
つ
つ
見
晴
ら
す
峠
日
は
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
益
次
郎

う
ら
ら
か
や
庭
に
患
者
と
車
椅
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子

う
ら
ら
か
や
野
に
出
て
午
の
帰
く
真
似

す
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

う
ら
ら
か
や
う
つ
ら
う
つ
ら
と
昼
下
が

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

青
空
に
歌
流
れ
来
る
う
ら
ら
か
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

朝
う
ら
ら
旅
の
案
内
集
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

う
ら
ら
日
の
愉
快
な
一
と
き
遊
覧
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

う
ら
ら
か
や
山
道
ゆ
け
ば
鳥
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
本
　
好
治

藁
屑
を
く
わ
え
し
雀
軒
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男

（10）
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農林学級（6月）

開催日 内　　　　　容 時　間

8日（D 木工親子象の型抜き 規 lO：00

8日（D 草花の栽培　一 10：00

8日（f：） 木工親子象の型抜き親 10：00

12日（・殉 まんじゅう作り　一 10：00

15日ID 木工パート型椅子作り 10二〇〇

二

16日（日） ジャガイモの収穫　 小 10：00

16日（m 野鳥観察会　一 10：00

19日（m モロヘイヤの栽培　 一 13：3〔）

22日ID ジャガイモの収穫　ント

10：00

22日（D 木工なべしき作り　親 10：00

22日（D 木工なべしき作り　親 13二30

23日（II） ジャガィモの収穫　づ〉 10：00

26日（水） さしみこんにゃく作り 10：00
l身

30日（II） 木工工作室開放日　「一 10：00

受付・

問合せ

無料
醗一小学生親子、㊧一小学

生、e一一般

農林公園管理事務所

暦83－2301

花き園芸講座（6月）

開催日 内　　　　　容 費　朗

13日（木）

14日（劔

20日（木）

26日（／k）

パーブを楽しむ

サツキ開花後の手入れ

果樹の夏の手人れ

ハナショウブの株分け

無　料

無　料

無　料

500円

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から
　　　行います。

問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　埼玉県農林公園内　植物振

　　　興センター分室a83－2841

圖圖圏囮
　　　　巡回就学相談

　心身に障害があると思われるお子

さんの就学に関する問題を中心にし

て、その他教育上の諸問題について、

心配やお困りのある保護者のために、

相談員が埼玉県内各地に出向いて相

談に応じます。

申込み方法

　各市町村教育委員会に申込書があ

りますので、相談を希望される保護

者の人は、必要事項を記入のうえ6

月14日（斜までに、江南町教育委員会

へ提出してください。

相談期日・会場

％　東松山市南北区市民活動センター

％　本庄市コミュニティセンター

％　熊谷市中央公民館

％　深谷市教育庁舎

％　寄居町中央公民館

「ボランティア体験プ回グラム」

　　参加者募集

対象小学生以上でボランティア
　　　活動に興味のある人
申込み　6月3日（月）から受付開始

　　　　（定員になり次第締切）

　　　実施日ごとに申込時期が異
　　　なりますので冊子で確認し

〈＞伊区ンつく＞ぐかo耳〉〈＞OK＞ぐ×＞ぐ＞c＞〈＞c一〉○一〇知cン¢杖〉ぐ＞・一h〈＞く＞〈〉く、　’　　　！

四
月
中
届
出
　
　
年
齢

　
奥
野
　
き
み
　
63
歳

中
條
　
“
セ
　
7
9
歳

柳
澤
　
　
梅
　
62
歳

　
小
林
　
源
造
　
7
6
歳

小野野三敬
、　　　　　称
江
　　　　　略
川原原本）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　　　てください。
　　　申込書に必要事項を記入し、

　　　メニュー実施の市町村社会

　　　福祉協議会へ郵送または持

　　　参。
問合せ　県社会福祉協議会

　　　智048－822－1193

　　　県福祉課
　　　智048－830－3223
　　　※直接当該社会福祉協議会
　　　へ問合せても結構です。

圖　回　囮
あなたの声が

道づくりにいかされます

渋滞、高速道路、身の回りの道につ

いて発言してみませんか？

　建設省の諮問機関である道路審議

会では、「21世紀のみちを考える委

塁象、響嶺壌霧瓢9●
ます。

　このため、提案の仕方などを紹介
した、　「キックオフ・レポート」を、

希望者に差し上げています。

　「キックオフ・レポート」では、

渋滞、高速道路、身の回りの狭い道

などの重要なテーマを紹介し、それ

ぞれのテーマについて、様々な人の

考え方が紹介されています。

　あなたが共感する考え方や自由な

意見・提案をお寄せください。

　「キックオフ・レポート」を入手

したい人は、以下にお問い合わせく

ださい。

○蝋〉く一＞C一》ぐ＞C．一一縦＞＜〉〈＞ぐ》く〉〈〉

　
　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

四
月
中
届
出
　
　
　
　
（
　
）
保
護
者

成
　
　
沢

　
上
林
　
侑
弥
　
　
男
子
　
　
（
信
哉
）

押
　
　
切

　
　
　
　
け
ん
　
や

　
熊
崎
　
兼
也
　
　
男
子
　
　
（
寿
幸
）

樋
　
　
春

　
鈴
木
　
健
史
　
　
男
子
　
　
（
徳
昭
）

　
　
　
　
か
つ
　
や

　
遠
藤
　
克
哉
　
　
男
子
　
　
（
廣
）

御
正
新
田

　
　
　
　
あ
い
　
な

　
渡
邊
　
藍
奈
　
　
女
子
　
　
（
悟
志
）

野
　
　
原

　
中
野
　
　
諒
　
　
男
子
　
　
（
光
晴
）

　
石
川
　
舞
南
　
　
女
子
　
（
清
彦
）

小
江
川

　
　
　
ま
　
　
ゆ
　
　
ニ

　
梅
澤
万
由
子
　
　
女
子
　
　
（
正
己
）

中
　
　
央

　
　
　
　
ま
　
　
み

　
吉
野
　
真
美
　
　
女
子
　
　
（
真
伸
）

3，760
町民のうごき

3．740一

3，720

人／戸

12，580一

12，550一

12，520

2月　3月　4月　5月

5月1日現在

畑
男
女
騰

12，591人　　＋52

6，！77人　　＋9

6，414人　　＋43

3，751世帯　＋43

平成8年　救急車出動状況

救急出動状況 4　月 累　計

交　　　　　　　通 7件 20件

一　　般　　負　　傷 3件 9件

急　　　　　　病 14件 56件

そ　　　の　　　他 2件 9件

合　　　　　　　計 26件 94件
（11）



　　　　さ　　　き

水野紗季ちゃん＠
　平成7年6月12日生

両親｛豊説樋春

　ちょっぴりいたずらな紗

季ちゃんは、ママを困らせ

てるけど、いつも元気よく

遊んでいる女の子です。

　　　　り　　さ
江森理紗ちゃん＠
　平成7年7月2日生

副季．懸上新田

　っかまり立ちが上手です。

毎日お姉ちゃんと楽しく遊

んでいる理紗です。これか

らも、健康で素直なやさし

い子に育って欲しいです。

　　　　　ちから
菅原　力ちゃん㊥
　平成7年8月14日生

両親｛繋え塩
　いつもにこにこ笑顔のた

えない力です。お兄ちゃん

達と元気いっぱい遊んで大

はしゃぎです。だれからも

好かれる優しい子になってね。

　　　ゆう　　き
諸貫雄樹ちゃん㊥
　平成7年10月3日生

両親麟1箔，切
　初めまして、ぼく雄樹で

す。陽気がよくなったので

公園に行ってきました。と

ても気持ちよかったです。

く
5
し
の
ア
f
デ
f
ア

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

夏
み
か
ん
の
皮
の
砂
糖
煮

寺
山
仁
子
さ
ん
（
千
代
）

▼
材
　
料

夏
み
か
ん
の
皮

砂
糖

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
・
…

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー

－
適
量

▼
作
り
方

①
夏
み
か
ん
に
＋
文
字
に
切
り
込
み
を

　
入
れ
て
皮
を
む
き
ま
す
。
む
い
た
皮

　
の
表
皮
を
薄
く
む
き
ま
す
。

②
四
等
分
し
た
皮
を
六
～
七
本
の
細
切

　
り
に
し
ま
す
。
さ
っ
と
水
洗
い
し
て

　
水
を
切
り
分
量
を
計
り
ま
す
。
同
量

　
の
砂
糖
を
用
意
し
ま
す
。

③
鍋
に
皮
の
細
切
り
と
水
を
入
れ
軽
く

　
ゆ
が
き
ま
す
。
沸
騰
し
た
ら
水
を
取

　
り
か
え
て
、
四
十
分
程
ゆ
で
ま
す
。

　
皮
の
内
側
が
表
皮
と
同
じ
色
に
な
っ

　
た
ら
、
ざ
る
に
上
げ
ま
す
。

④
鍋
に
砂
糖
と
③
を
入
れ
て
弱
火
で
三

　
十
分
程
煮
詰
め
ま
す
。

⑤
水
気
が
無
く
な
っ
た
ら
、
熱
い
う
ち

　
に
、
別
の
鍋
に
一
了
三
本
入
れ
、
グ

　
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
振
り
か
け
、
転
が
し

　
な
が
ら
か
ら
め
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ

　
ー
に
広
げ
て
乾
か
し
ま
す
。
こ
れ
を

　
繰
り
返
し
ま
す
。

　
お
中
元
と
い
え
ば
、
お
盆
の
こ
ろ
の

贈
り
物
の
こ
と
と
だ
れ
も
が
知
っ
て
い

ま
す
。
で
も
、
中
元
っ
て
ど
う
い
う
意

味
で
し
ょ
う
か
。

　
中
元
と
い
う
の
は
、
中
国
の
道
教
か

ら
き
た
言
葉
で
、
一
月
十
五
日
が
上
元
、

十
月
十
五
日
が
下
元
、
そ
の
間
の
七
月

十
五
日
が
中
元
で
す
。
上
元
に
生
ま
れ

て
福
を
与
え
る
神
が
天
官
、
下
元
に
生

ま
れ
て
水
火
の
災
い
を
防
ぐ
神
が
水
官
、

中
元
に
生
ま
れ
て
善
悪
を
分
別
し
、
人

間
を
愛
し
て
罪
を
許
す
神
が
地
官
と
い

う
、
　
”
三
官
信
仰
”
に
基
づ
い
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
ら
　
ぽ
ん
　
え

す
。
そ
の
後
、
仏
教
の
孟
蘭
盆
会
を
折

衷
し
、
日
本
で
は
歳
暮
と
並
ん
で
贈
り

物
を
す
る
時
期
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
贈
り
物
を
す
る
時
期
は
、
地
域
に
よ

っ
て
違
い
が
み
ら
れ
ま
す
。
お
中
元
は

東
日
本
で
は
七
月
の
お
盆
、
西
日
本
で

は
八
月
の
お
盆
と
い
う
地
域
が
多
い
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
最
近
は
昔
ほ
ど
は

っ
き
り
し
た
違
い
は
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
と
か
。
デ
パ
ー
ト
や
大
型
店
で
も
、

中
元
と
い
わ
ず
に
「
サ
マ
ー
ギ
フ
ト
コ

ー
ナ
ー
」
な
ど
と
い
う
と
こ
ろ
も
増
え

て
き
ま
し
た
。

　
お
中
元
の
贈
答
品
は
、
ビ
ー
ル
、
そ
う

め
ん
な
ど
の
乾
め
ん
、
ノ
リ
、
調
味
料

な
ど
の
食
品
関
係
が
多
い
よ
う
で
す
。

最
近
は
健
康
食
品
や
手
作
り
製
品
な
ど

の
こ
だ
わ
り
の
品
も
登
場
し
て
い
ま
す
。




